
８．単元名「世田谷Foodishプロジェクト」（全52時間） １次案  ３年３組 

 子どもの声・姿・意識 活動の展開 教師の関わり（手立て） 

単元の評価規準 
○知識・技能◎思考・判断・表現●主体的に学習に取り組む態度 

＜キャリア・未来デザイン教育の視点＞[探究的な学びの視点] 

一

学

期 

 

 

 

・初めての総合がとても楽しみ。 

・昨年の４年生は商店街とコラボしていたよ。 

・２年生のときにはおもちゃをたくさん作って、工夫したよ。 

・折り紙でこんなに色々なものが作れるなんて知らなかった。 

・紙１枚でもの作れるって面白い。もっと作ってみたい。 

・世田谷のものづくりって何があるんだろう。調べてみよう。 

・世田谷とコラボするの、面白そう。 

・紙以外に何でものづくりができるかな。 

・竹って様々なものに変身するよ。 

・世田谷にはんこ屋さんがある。作ってみたい。 

・世田谷の特産品に大根があるよ。 

・特産品を乗せるお皿づくりってどうだろう。 

・世田谷の街を自分たちの力で明るくしたい。 

・時間が足りない。ずっと総合をやりたい。 

 

 

 

〇総合的な学習の時間と出会う。 

 

 

〇紙（折り紙）でのものづくり体験をする。 

 

〇「地域とわたし」「ものづくり」というテーマで材を考える。 

 

 

〇「世田谷Foodishプロジェクト」と題し、決まった材について探究の可能

性を探る。 

（世田谷の特産物である大蔵大根作りに挑戦し、世田谷お皿を作って、大

根料理を食し、世田谷に広める。） 

 

 

 

 

 

・総合との出会いを大事にし、自分たちで探究できる

楽しい時間であることを味わえるようにする。 

・紙の無限性を感じられるようにし、折ることで形が出

来上がっていく楽しさを経験できるようにする。創造

的な作品を認める。 

・世田谷やものづくりというテーマで調べるように

したり、おうちの人にインタビューするようにした

りする。 

 

・決まった材にについて、できることから考えるよう

にする。クラスやグループで話し合い、作ってみ

る。 

・１年間の見通しをもつようにする。 

〇世田谷には素晴らしいものづくりがあることを知り、そのよさ

を理解している。 

［①課題を見出し、把握している］ 

＜③課題対応能力＞ 

 

◎材について考え、友達と話し合いながら課題作りをし、解決に

向けて考えている。 

［①課題を見出し、把握している］ 

［②課題解決の方法を考えている］ 

［③ 協働して学んでいる］ 

＜①人間関係形成・社会形成能力＞ 

＜③課題対応能力＞ 

 

●大根作りやお皿作りを行うためのそれぞれの課題を解決する

ために、仲間と協力して話し合いながら意思決定をすることが

できる 

[②課題解決の方法を考えている] 

[③協働して学んでいる] 

＜① 人間関係形成・社会形成能力＞＜④キャリアプランニング能力＞ 

 

◎大根作りやお皿作りについて、仲間と協力して話し合いながら

自分が作りたいものを決定し、行動して気が付いたことをもと

に、次の活動を具現化するための振り返りや話合いをしてい

る。 

[②課題解決の方法を考えている] 

[③協働して学んでいる] 

＜① 人間形成・社会形成能力＞＜③課題対応能力＞ 

 

〇活動を通し、調べたり考えたりしたことについて、相手意識や

目的意識を明確にしながらまとめる方法が分かる。 

[④学びを振り返り、次につなげている] 

 

◎世田谷 Foodisｈの魅力を、伝える相手や目的に応じて考えを

まとめ、適切な方法で工夫して表現している。 

[４：学びを振り返り、次につなげている] 

＜② 人間形成・社会形成能力＞ 

＜③ キャリアプランニング能力＞ 

 

二

学

期 

 

 

 

・畑がなくても大蔵大根づくりをしてみたい。 

・プランターも自分たちで大根作りにあったものを考えよう。 

・大蔵大根を作っている農家の方とコラボできた。 

・陶器のお皿はどんな大きさにしようかな。作り方を調べよう。 

・紙会社も世田谷とコラボしたい。学校の近くにある紙会社に聞い

てみよう。 

・みんなが家でつくった大根料理から考えよう。大蔵大根にあった

料理は何だろう。 

・すべて世田谷と絡めて作った大根料理はおいしい。地域に広め

られそうだ。 

・どの方法で広められるかな。 

 

 

 

 

〇大蔵大根作りをする。 

 

 

〇紙皿・陶器のお皿を何度も繰り返し作り、自分の納得できるものを作る。 

 

 

〇世田谷地域大根料理をみんなで考え、作ったお皿に乗せ、食す。 

 

 

〇世田谷に世田谷Foodishを広める。 

                                                   

 

 

 

・大蔵大根を作っている農家の方からアドバイスを

いただく。子どもたちからあった質問だけを聞く

ようにする。 

・子どもたちが見付けた学校近くにある紙会社に協

力いただく。 

 

・安全面・衛生面に十分配慮する。安全面と衛生面

についても子どもたちが探究するようにする。 

 

・活動しながら、どのように広めるかも探究できる

ようにする。 

三

学

期 

             

 

 

・地域に向けて自分たちの活動をアピールしたい。 

・世田谷って良いところだということを伝えたい。 

・作ったものをたくさんの人に見てもらって、自分たちでできたこと

を知ってもらいたい。 

 

 

 

○発信方法、発信内容を考え、まとめる 

〇桜町フェスティバル等の場や地域に向けて、ものづくりや各クラスの材の

魅力等を伝える。 

〇成果や課題を振り返る。 

 

 

・ 

・成長が分かるように、振り返りをもとにまとめるよう

にする。 

・自分たちで作り上げてきた達成感を味わえるように

する。 

 

 

・紙、竹、木、土等、材になるものが豊富にあり、子どもたちが創造性に富んだものを作り出すことが無限に広がる可

能性がある。 

・世田谷区には、多くのものづくりが存在し、それらを知り、触れることで、地域をさらに知って、愛郷心をもつことにも

つながる。 

・ものづくりを繰り返し行い、課題を見付け、課題に向き合い追究することで、課題を解決する力を身に付けることが

できる。 

・ものづくりを行い、作品を作り上げることで、自分たちで考えた達成感を得ることができ、自己肯定感につながる。 

・地域を意識した発表をすることで、地域に目を向け、視野を広げることにつながり、ものづくりを通して、帰属意識を

強くもつことができるようになる。 

材（ものづくり「大蔵大根づくり・お皿作り・大根料理作り」）のもつ価値 
 

★自分たちで探究しようと決めた材について、誇りをもち、よりよく作りたいと思っている。 

☆自分たちのイメージしたものが少しずつ形にしたいと考えている。 

☆自分たちが作ったものを学校や地域のみんなにも知ってほしいと願っている。 

☆他の教科でも地域やものづくりについて学びたいと考えている。 

☆一つの目標にクラス全員で向かうことの楽しさを感じたいと考えている。 

☆自分たちの力で解決していこうとしている。 

 

材（ものづくり）に寄せる子どもたちの思いや願い 

地域を意識して広める（１２） 

１年間を通して扱う材を決め、材について知る（８） 

材について探究する（３２） 

★…子どもたちの深層にある求め（子どもたちが一番やりたいこと・願い） 


